
第 49回 いなべエフエム番組審議会議事録 

 

 

１．開催年月日     令和 4年 8月 10日（水） 10時 00分～ 

 

２．開催場所      北勢市民会館  視聴覚室 

            

３．出席者        委員総数 6名 出席委員数 4名  

  

出席委員の氏名 

 佐藤 貴志 委員長 

辻  忠樹 副委員長 

岩田 長司 委員 

藤川 里美 委員 

 

          欠席委員の氏名 

酒見 敏彦 委員 

 冨田 勲 委員 

 

事務局  

  副理事長  武藤 久夫 

        中林 謙太 

浅山 優平 

種村 茂高 

 

４．審議事項 

   1. 報告事項 

       

 2. 審議用サンプル番組について 

     ・お昼の情報番組 ひるドキ！いな Bee毎月 第 1.3金曜日 13：15頃～  

コーナー「おうち子育てを応援！」 

 

５．議事の経過の概要及び結果 

事項 1.報告事項 

事務局より 

いなべエフエム 8周年、7月～9月の番組表について  



 事項 2.審議用サンプル番組について    

委員 

ご出演の先生はいなべの保育を作りあげられた方だと思っています。科学的根拠に基づいて、

体の仕組みや脳の仕組みの話をされていましたが、それが保育の発達に繋がっていると思いま

す。説得力がありますよね。優しく語られるので聴きやすく共感しやすい。科学的根拠、経験値、

今の時代の若い子育て世代に受け入れられる内容だと思います。パーソナリティの方も、テレビ

だとテロップなどがあり分かりやすいが、ラジオは耳で聴くのでどうしても伝わりづらい部分がある

かもしれない。ですが、パーソナリティの方が、ポイントを復唱、分かりやすく説明してくれるので

耳に残りやすい。改めて良い番組で、続けて欲しいと感じたし、多くの人に聴いて頂けると子育

てのためになる。 

 

委員 

優しい声で語られるので内容も分かりやすい。話し方としてパーソナリティの方が復唱しているの

で、要点がまとまっているのですごく分かりやすい。それが聴きやすいポイントになっているのか

と感じます。子育てに関する話なので、子育て世代、困っている方に聴いて頂きたい。また子育

て支援センターの紹介もしていたので、是非ご利用いただきたい。最近は夫も育児休業の面で

育児参加が広がっている。出演者とパーソナリティが子育てに参加してもらえるように案内してい

る。聴きやすくてよかったと思います。 

 

委員 

この時間帯は子育て世代の方に聴いてもらえる時間帯ということで放送しているのか。 

 

事務局 

子育て世代の方は自宅にいらっしゃることが多い時間帯ではないかという印象ですが、子育てし

ながら聴いて頂ければ良いなという思いでこの時間帯に放送しております。 

 

委員 

保育園に入園するまでに、おむつを外せるようにするのは親の責任！と祖父や祖母に言われて

きました。入園するまでにある程度の常識を教えることが昔は多かったですが、今は保育園や学

校へ行けば全部教えてくれる、やってくれると考えている親が多い気がします。子どもが上手く育

たなければ学校や園の先生が悪い！そういった考えを持った親も多い。それでは保育園の先生

に負担をかける事になる。昔であればそういった部分を教え込んで育てる。親子の関係が良くな

い部分もそういったコミュニケーション不足のように感じます。祖父や祖母と同居しない部分も、

教えてくれる人が減っているので負担が増えるのではないかと感じたが、この番組を聴いて、今

は同居しない、そういう時代だ、と感じました。非常に良い番組ですが、聴いて頂いている方がど

れだけいるのかというのが一番大事。 



「放送しました」で終わるのではなく、内容は素晴らしいので広く聴いて頂けるよう、市民の方に案

内、アナウンスをしていくと良いなと感じました。 

 

委員 

非常に凝縮された内容で、良い番組だと思います。こういった番組があると保育園の方から親に

アナウンスできれば広がるかなと思います。現在小学生の子達も、トイレのお話しだけに関わら

ず色々な課題を抱えてあがってくる子達が多いので、是非この番組を活用してもらって子育て世

代の方の参考にして頂きたいと思います。 

 

６． 審議事項に対してとった措置 

   次の番組制作会議にて検討予定  

 

7.  公表の方法 

   自社ホームページ 

 

8.  その他 

事務局 

出演者の声質がよく、テンポがよいので心地よく耳に入ってきた。子育て世代に対しても

さながら、年配の方、孫に対しても講演会等もやって頂くのがいいのではないかと感じた。

子育て世代のネットワークがあるのであればいなべエフエムでこういった番組で放送して

いると、PRするように仕向けていくべき。市、当局でそういった機会をどんどん与えていく

べきだと思います。市の広報誌 LINKでも前面的に宣伝していくといい。先ほども言った

が、講演会みたいなのもしていくべきだと思います。 

 

委員 

大きい講演会ではなく、子育て支援センターで座談会形式でのほうがお母さんからも質

問しやすい。小さな集まりの中でやれれば良いなと。若いママ世代の団体「いなこね」が

開催しているイベントの一角で座談会をしてみるのも良いのかなと思います。 

 

事務局 

今回から収録形式になりました。今までは電話を繋いでおりましたが、収録となりましたの

で、以前ご指摘頂いたノイズや雑音、というのは防げます。後付けの説明となりましたが、

ご報告致します。 

 

事務局 

補足になりますが、10月から番組の中で、保育課、長寿福祉課の番組を土日にも再放送



をする予定です。放送枠が 10分しか空いていないので、それに収まるように収録させて

頂いて生放送で放送しております。まだ再放送の時間等は確定しておりませんが放送予

定です。番組の BGMは著作権があり、弊社でしか放送が出来ないので、BGM無しで収

録することによって、インターネットでも後から聴けるようにしていきたいと考えておりますの

で、収録という形態をとっております。詳細が決まりましたら追ってご報告致します。 

 

以上 


